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6月のカレンダー

「月の輪草子」　瀬戸内寂聴/著
華やかな宮中を生きた女性の人生を描き「枕草子」の創作秘話に迫る 小説

「枕草子 -- 絵で見てわかるはじめての古典 3」   田中貴子／監修
古典のおもしろさのエッセンスを選びだして、やさしく解説

おはなし会のはなし

4月のおはなし会は、高来西公民館との共催で
「こもれびの中ｄｅおはなし会」を行いました。
とても風の強い日でしたが、みんな元気におはなし
と、レクリエーションを楽しみました。

6月のおはなし会は

6月24日(土）14時～和室です。

NO.201

諫早市立高来図書室
〒859-0117

諫早市高来町峰１9-１

（高来西ゆめ会館内）

℡ ０９５７－３２－２３９５

開室時間 火～金曜午前１０時～午後６時

土・日 午前9時～午後5時

https://www.lib.isahaya.nagasaki.jp/

：休館日 ：おはなし会

※おはなし会やイベントは状況によ

り中止になることがあります。詳しくは

ホームページをご覧ください。

寒暖差の激しい毎日ですが、みなさまいかがお過ごしでしょうか

6月21日は最も昼間が長くなり、最も夜が短くなる夏至が訪れます。

そこで、夏の短い夜のことを「短夜（みじかよ）」と呼ぶようになり、夏の季語

として親しまれるようになったということです。

平安時代、貴族たちは短い夜をいつくしみ、蛍狩りを愉しんだそうです。清

少納言も、「夏は夜。月のころはさらなり、闇もなほ、蛍の多く飛びちがいた

る。また、ただ一つ二つなど、ほのかにうち光りて行くもをかし。雨など降る

もをかし。」と『枕草子』で綴っています。短夜のおともにおすすめの本をご

紹介します。
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妻に突然先立たれ、自暴自棄になった大地。愉しみは、三日
月の夜に現れる妻の気配と会話すること。そこで亡き妻か
ら、彼女の願いだった「子どもを育てる」の実践を頼まれて
しまう。しぶしぶ学童保育所のバイトを始め…。

『 誰に似たのか - 筆墨問屋白井屋の人々-』中島要／著（朝日新聞出版）

『 あえてよかった 』　 　 村上しいこ／著（小学館）

『怒らない100の習慣』戸田久実／著　ヒダカナオト／イラスト　（WAVE出版）

『いちばんよくわかる!スポーツマッサージ』並木磨去光／監修 （ Gakken）

『深町貴子のプランター菜園スタートBOOK』深町貴子／著　（NHK出版） 

『堤防さかな別釣り方マニュアル』 （メディアボーイ）

『８８歳ひとり暮らしの元気をつくる台所』　多良美智子／著（すばる舎）

その街に行かなくてはならない。なにがあろうと-。<古い夢>
が奥まった書庫でひもとかれ、呼び覚まされるように、封印
された“物語”が深く静かに動きだす。魂を揺さぶる書下ろ
し長編。

精神科医の夫・旬とカウンセラーの妻・さおりが営む「椎木
メンタルクリニック」。夫婦は、さまざまな悩みを持つ患者
にそっと寄り添い、支えていく。だが、夫婦にも悲しい過去
があり…。『小説野性時代』掲載を書籍化。

『 街とその不確かな壁 』　　　　　村上春樹／著（新潮社）

隠居した老婆の恋に振り回される兄妹、実家の隠し子騒動に
苛立つ嫁、料理人修行中の孫娘…。江戸日本橋の筆墨問屋を
舞台に、三世代の本音が飛び交う家族小説。『週刊朝日』掲
載に書下ろしを加え単行本化。

『 夜空に浮かぶ欠けた月たち  』    　　 窪美澄／著（KADOKAWA）
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おもちゃやのレオじいさんは、子
こ

どもたちのおもちゃを作
つく
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【一般書】

【こどものほん】
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